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理
は
占
用
者
の
方
ご
自
身
で
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
申
請
の
際
の

資
料
・
図
面
等
は
大
切
に
保
管
願

い
ま
す
。

ま
た
、『
も
う
使
用
し
て
い
な
い

の
で
占
用
を
止
め
た
い
』『
売
買
や

相
続
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た
』
と

い
う
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
所
定
の
様
式
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
占
用
物
件
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
占
用
料
金
が
発
生
し

ま
す
。
占
用
料
金
は
市
の
条
例
に

基
づ
き
単
価
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

毎
年
４
月
に
納
付
書
を
発
送
し
ま

す
。
期
限
内
に
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
大
ま
か
に
占
用
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
占
用
の

許
可
に
関
し
て
は
様
々
な
規
準
が

あ
り
、
複
雑
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
申
請
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
事
前
に
土
木
管
理
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
道
路
・
河
川
の
適

切
な
管
理
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
の
占
用
っ
て
？

私
が
所
属
す
る
土
木
管
理
係
で

は
、
安
全
か
つ
快
適
な
市
民
生
活

を
維
持
す
る
た
め
、
道
路
・
河
川

の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
・
河
川
は
本
来
公
共
の
物

で
あ
り
、
皆
が
平
等
に
使
用
で
き

る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
個
人

的
な
目
的
で
そ
れ
を
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、住
宅
の
建
築
に
あ
た
っ

て
排
水
管
等
を
道
路
に
埋
設
し
た

い
場
合
や
所
有
地
へ
の
出
入
り
の

た
め
土
地
と
の
間
を
流
れ
る
川
に

通
行
路
を
設
置
し
た
い
場
合
等
に

お
い
て
、
道
路
・
河
川
の
機
能
を

損
な
わ
な
い
範
囲
に
限
り
、
個
人

に
よ
る
工
作
物
の
設
置
や
使
用
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
行
為
を
『
占
用
』
と
呼
び
ま
す
。

こ
れ
ら
占
用
の
許
可
の
期
間
は

道
路
・
河
川
と
も
に
３
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
３
年
を
経
過
す
る

と
占
用
期
間
の
継
続
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
よ
く

あ
る
質
問
が
『
自
分
が
ど
こ
を
占

用
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
』
と

い
う
も
の
で
す
。
占
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後期高齢者医療制度からのお知らせ 問合せ先 健康増進課国保年金係 緯鰻3922

後期高齢者医療制度の保険料が改定されます

ฏ੒��・��年度保険料཰が改定

後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者全てが等し

く負担する｢均等割額｣と、被保険者の所得に応じて負担

する｢所得割｣を合計して、個人単位で計算されます。こ

の保険料率は都道府県ごとに決定し、２年ごとに見直さ

れます。医療費増加などを考慮し、平成２４・２５年度保険

料率は下表のようになりました。

均等割額は１，９００円、所得割額は０．２８％、それぞれ引

き上げられます。また、中低所得者の負担軽減を図るた

め、賦課限度額も平成２２・２３年度と比べ５万円引き上げ

となりました。

◎保険料計算式

◎保険料内訳表（年間）・賦課限度額

保険料（限度額５５万円）

＝均等割額３７，９００円＋所得割額※

※（総所得金額等－基礎控除額（３３万円））×所得割率（７．３９％）

保険料ܰݮાஔ͸ࠓ後΋ܧଓ

２４・２５年度２２・２３年度

37，900円36，000円均 等 割 額

7．39％7．11％所 得 割 額

550，000円500，000円賦課限度額

◎低所得者の方

平成２３年度と同様の特別措置を含めた軽減措置が継

続されます。

౳ֹׂۉ

世帯の所得水準に合わせて、次のとおり軽減されます。

軽減割合世帯主及び全ての被保険者の総所得金額等の合計

２割
「基礎控除額（３３万円）＋３５万円×当該世帯に属する
被保険者の数」を超えないとき

５割
「基礎控除額（３３万円）＋２４万５千円×当該世帯に属
する被保険者の数」（被保険者である世帯主を除く）
を超えないとき

８．５割「基礎控除額（３３万円）」を超えないとき

９割
均等割８．５割軽減を受ける世帯のうち、
被保険者全員が年金収入８０万円以下
（その他各種所得がない）のとき

ॴಘֹׂ

基礎控除後の総所得金額等が５８万円以下（年金収入の

みの方はその額が１５３万円から２１１万円以下）の場合、所

得割が５割軽減されます。

◎被用者保険の被扶養者だった方

被用者保険（いわゆる「サラリーマン」の健康保険）

の被扶養者だった方は均等割額が９割軽減され、所得

割額は引き続きかかりません。

（建設課 坂部 琢）

バス路線の廃止や減便が進んでいます 問合せ先 企画財政課企画調整業務担当 緯鰻2212

みんなで「創り」「守り」「育てる」公共交通

－７－ 広報しもだ ２０１２.４月号

市内の路線バスは、学生や高齢者などの自家用車を持たない方にとって、通学・通勤・通院・買い物などの日常生活を支

える重要な交通手段です。しかし、路線バスの利用者はマイカーの普及などにより下田市だけでなく全国的にも減少してい

ます。利用者の減少は路線の廃止や減便などの原因の１つとなり、路線バスを必要とする方に大きな影響を与えています。

όε࿏ઢߦओӡࣗࢢ

市内を走るバスのうち、下田駅～賀茂逆川線（賀茂逆

川線）と下箕作～賀茂逆川線（下箕作線）、下田駅～田

牛線（田牛線）の３系統は、市が費用の一部を負担しバ

ス事業者に委託して運行を行っているバス（市自主運行

バス）です。経費や１便あたりの利用者数は次のとおり

となっています。

合 計田牛線下箕作線賀茂逆川線平成２３年度

平日，土曜：
１．５往復

休日：１往復
全日：２往復

平日：３往復
土休日：１往復

運 行 本 数

8，592千円960千円2，325千円
5，307千円
＊留車費用含

委 託 費

4．7人4．3人4．3人平均利用者数／便

この路線の利用者の多くは、小学生を中心とする学生

や高齢者などの交通弱者となっています。

市では効率的なバス路線の運行を図り、負担額を減ら

す努力を行っていますが、利用者が減り、運賃収入が減

少するにつれ、市の負担額は増えていくこととなります。

୯ಠӡࠔߦ೉のਃ͠ग़の͋った࿏ઢ

また、下田駅～須崎海岸線と下田駅～一条たけのこ村

線については、バス事業者より事業者単独では運行の継

続が困難であるとの申し出がありました。

市の審議会で今後のあり方について検討した結果、須

崎海岸線については爪木崎線とあわせた中で朝と昼の４

便、一条たけのこ村線については昼の１便の減便を４月

より行ったなかで、状況をみて今後の判断を行っていく

こととしました。

一条たけのこ村線
須崎海岸線

下田中学校経由岩下経由

平日：１往復＋
片道３便

平日：片道３便
土休日：１往復＋
片道３便

平日，土曜：７往復
休日：８往復

H２４運 行 本 数
（Ｈ２４．４．１より）

4，523千円2，606千円5，788千円H２３ 欠 損 額

3．1人4．8人2．7人H２３平均利用者数／便

市市の厳しい財政状況の中、上記の２路線を市自主運市の厳しい財政状況の中、上記の２路線を市自主運行行

バスにすることは非常に困難な状況になっています。バスにすることは非常に困難な状況になっています。今今

後、乗客が増えずにバス事業者としても路線が維持で後、乗客が増えずにバス事業者としても路線が維持できき

ず、市としても自主運行化ができない場合には、路線ず、市としても自主運行化ができない場合には、路線のの

廃止も考えられます廃止も考えられます。。

όεεε࿏࿏࿏ઢઢઢΛΛΛҡҡҡ࣋࣋࣋すすするるるたたたΊΊΊʹʹʹ͸͸͸ʜʜʜ

路路線バスを維持するため、バス事業者や市では効率路線バスを維持するため、バス事業者や市では効率的的

な路線の再編やサービスの向上につながるよう努力をな路線の再編やサービスの向上につながるよう努力を続続

けていますが、限界があります。人口減少や少子高齢けていますが、限界があります。人口減少や少子高齢化化

が進む中で、将来にわたり公共交通を維持していくたが進む中で、将来にわたり公共交通を維持していくためめ

には、便利なマイカーだけでなく誰でも利用できる公には、便利なマイカーだけでなく誰でも利用できる公共共

交通へ意識を向け、より多くの方にご利用いただくこ交通へ意識を向け、より多くの方にご利用いただくことと

が不可欠です。また、誰もが安心して暮らすことがでが不可欠です。また、誰もが安心して暮らすことができき

るよう、市やバス事業者だけでなく利用者や住民などるよう、市やバス事業者だけでなく利用者や住民などのの

地域関係者も一体となって地域の実情に合ったサービ地域関係者も一体となって地域の実情に合ったサービスス

を検討・確保していく必要がありますを検討・確保していく必要があります。。

４月からこのマグネットステッカーを自主運行バスに貼って運行します


